
ω
ｌ
⑪
は
、
上
水
道
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
竹
管
の
継
ぎ
手
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。
側
の
秋
化
三
年

（
一
人
四
一〇

は
丙
午
年
で
あ
り
、
火
災
が
多
い
と

い
う
迷
信
が
あ
る
た
め
、
こ
の
年
に
上
水
道
を
敷
設
し
た
と
い
う
こ
と
も
意
味

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
は
木
製
の
刷
毛
で
、
安
政
五
戊
午
年
と
い
う
年
号
と
宇
野
と
い
う
人
名
が

書
か
れ
て
い
る
。
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
の
松
本
城
下
の
絵
図
よ
り
、
調
査

地
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
宇
野
伝
右
衛
門
と
い
う
武
士
が
居
住
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
考
古
資
料
と
絵
図
が

一
致
し
た
好
資
料
と
な
っ
た
。

⑦
い
は
荷
札
と
考
え
ら
れ
、
と
も
に
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
享
保

一
三
年

盆

七
二
八
）
の
絵
図
に
よ
れ
ば
、
調
査
地
か
ら
北
へ
二
軒
目
に
能
勢
覚
兵
衛

と
い
う
人
物
が
住
ん
で
お
り
、
⑭
に
み
え
る
人
物
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。

⑮
に
つ
い
て
も
、
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
に
作
成
さ
れ
た
水
野
家
中
録
に
同

人
名
が
載
っ
て
い
る
。

⑬
的
は
曲
物
の
蓋
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
も
の
で
、
⑬
は
荏
胡
麻
か
ら
と
っ
た

油
が
入
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

松
本
市
教
育
委
員
会

『松
本
城
三
の
九
跡
―
土
居
尻
武
家
屋
敷
跡
の
発
掘
調

査
槻
穀
―
』
全

九
九
二
年
）

松
本
市

『松
本
市
史
　
第
二
巻
　
歴
史
編
Ⅱ
』
０

九
九
五
年
）
（竹
内
靖
長
）

ま

つ
も

と

じ

ょ
う

長
▼

松
本

城

１
　
所
在
地
　
　
　
長
野
県
松
本
市
中
央
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
五
年

谷平
７
）
二
月
１
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
松
本
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
竹
内
靖
長

・
村
田
昇
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町

（町
屋
跡
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

松
本
城
は

一
六
世
紀
末
頃
に
武
田
氏
が
信
濃
侵
攻
の
要
所
と
し
て
い
た
深
志

城
を
基
礎
と
し
て
、
小
笠
原
貞
慶
や
豊
臣
系
大
名
の
石
川
数
正

・
康
長
父
子
に

よ
り
天
守
閣
の
築
城
や
城
下
町

の
整
備
が
な
さ
れ
た
。
調
査
地

の
伊
勢
町
は
、
三
の
九
の
外
側

に
位
置
す
る

一
三
の
町
人
町
の

一
つ
で
、
安
曇
平
に
向
か
う
城

下
町
の
西
側
の
要
所
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
。
伊
勢
町
は
、

東
西
四
七
五
ｍ
、
南
北
六
三
―

人
四
ｍ
で
、
東
西
に
通
る
街
道

司ヾか

町葛
跡留
伊い

勢せ

町壱

(松    本 )
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の
両
側
に
間
口
ニ
ー
四
間
で
奥
行
き
が
長
い
短
冊
形
の
地
割
が
な
さ
れ
て
い
る
。

古
文
書
の
記
載
か
ら
、
伊
勢
町
に
は
商
人
や
職
人
が
多
く
居
住
し
て
い
た
こ
と

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
、
松
本
城
天
守
閣
の
南
約
八
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
位
置
す
る
。
標
高

は
約
五
人
七
ｍ
で
西
側
に
や
や
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

一
六
世
紀
末
―

一

人
世
紀
後
半
に
か
け
て
の
人
為
的
な
整
地
層
が
四
層
発
見
さ
れ
い
現
地
表
下

一

七
〇
ｍ
も
の
厚
さ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
整
地
層
の
上
面
を
検
出
面

（生
活
面
）

と
し
て
提
え
、
遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
調
査
地
で
は
、
東
西
に
隣
接
し
た
三

軒
の
屋
敷
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
屋
敷
は
隣
接
す
る
屋
敷
と
の
境
界
を

東
側
を
溝
で
、
西
側
を
杭
列

（板
塀
や
垣
根
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
に
よ

っ
て
区
画
さ
れ
て
い
る
。
各
屋
敷
の
敷
地
内
の
遺
構
分
布
を
み
る
と
、
街
道
に

面
し
た
表
側
の
部
分
に
は
建
物
跡
が
集
中
し
、
屋
敷
裏
側
に
は
屋
敷
に
隠
れ
る

よ
う
な
形
で
ゴ
ミ
穴

（廃
棄
土
坑
）
が
掘
ら
れ
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
第

一
検
出
面

（
一
人
世
紀
後
半
）
の
敷
地
内
の
最
も
奥
に
位
置
す
る

土
坑

一
〇

一
か
ら

一
五
点
出
上
し
た
。
伴
出
遺
物
は
、
陶
磁
器
類

。
木
製
品

（曲
物
、
下
駄
、
荷
札
木
簡
）
・
軒
九
瓦

（立
沢
潟
紋
瓦
…
松
本
城
主
の
水
野
氏
の
家

紋
瓦
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
陶
磁
器
は
、
肥
前
系
の
染
付
椀

（く
ら
わ
ん
か

椀
▼

皿
、
瀬
戸
美
濃
系
の
余
骨
椀

。
灰
釉
椀

・
掛
け
わ
け
皿

・
仏
花
瓶

・
仏

飯
具
な
ど
が
み
ら
れ
、　
一
人
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ

Ｚ
Ｏ
。

Ｓ
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

バ

燿

燃
錦

ぱ

淋

八

　

　

　

　

士
国

器

容

Ｆ

余

国内朱無
□□粉地
□□□弁
□□□当
弐弐弐弐
束束束束

「　　　　　　御
綱
期衛

イ
ー
弐
百
十
　
　
　
　
　
」

「余
　
　
　
船
酢
脚
胴
難
棘
」

「珂　嚇脚祉剖　勘動卿御茂屋利兵
士衛翌

コ
一　
本
仕
入
嘉
世
八
束
　
　
　
　
　
　
　
」

「困一　百悧嬬鰤坤棒膨陣脚」

「
四
ツ
屋
　
本
□
平
茶
　
ろ

代
百
六
十
五
匁
五
分
　
　
　
」

淡
路
守
　
荷
物
」

〆
八
束

Ｎ
釦
ｏ
×

⇔
ω
×

『
　

ｏ
い
〕

］
卜
］
×

り
∞
×

『
　

ｏ
Ｐ
ｏ

Ｎ
卜
∞
×

卜
］
×

６
　

ｏ
解
Φ

］
卜
牌
×

卜
μ
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
牌
牌

（Ｎ
じ
×
認
×
『
　
自
ｏ
　
　
ｌ３
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日
回
　
　
　
　
同
国

炎
○

口
□
　
　
　
　
日
□

憂

口

□

」

「［□　　　　　　　　」

「［日日日‐‐
‐‐日日日］」

「［日日日日　日日日日］」

「手
代
　
忠
左
衛
門
納
」

「□
□
与
薪
　
　
　
　
」

「浄
信
寺
」

「兌
　
小
郷
屋
口
回
」

「日

□

　

　

」

「日

□

」

（
Ｎ
∞
〇
）
×

い
卜
×

Φ
　

ｏ
μ
Ｐ

］
］
］
×

卜
∞
×

∞
　

ｏ
梓
頓

Ｎ
∞
Ｎ
×

（
］
釦
）
×

∞
　

ｏ
Ｐ
〕

中
ｏ
伽
×

ω
ｏ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
牌

Ｐ
『
ｏ
×
］
ド
×
Φ
　
ｏ
枷
騨

ｎ
ｓ
ｏ
×
�
卜
　
ｏ
盆

］
『
伽
×

⇔
”
×

Ｐ
∞
　

ｏ
ド
μ

∞
∞
ｏ
×

Φ
ω
×

『
　

ｏ
ｏ
騨

ｍ
〕
　
　
　
「［日
日
‐‐
‐‐日
日
幽
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ卜
×
］『×
Φ　
ｏいい

い〕
　
　
　
口
日
日
日
日
凹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
∞∞）×
含
９
×
〕ｏ　
ｏ牌枷

⑪
と
⑬
以
外
は
、
す
べ
て
荷
札
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
ω
②
は
、
御
国
屋
吉
兵

衛
と
い
う
人
物
が
差
し
出
し
た
荷
の
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
小
諸
本
町

（長
野
県
小
諸
市
）
の
布
屋
定
吉
と
い
う
人
物
に
送
ろ
う
と
し
た
荷
の
荷
札
で

あ
る
が
、
何
等
か
の
理
由
で
送
ら
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
荷
札
に
み
ら
れ
る

「イ
ー
弐
百
十
八
」
や

「イ
ー
弐
百
十
」

は
、
取
引
上
の
証
書
番
号
の
よ
う
な
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
①
は
、
上
田

（長

野
県
上
田
市
）
の
加
茂
屋
利
兵
衛
が
よ
路
寿
や
勘
助
に
送
っ
た
荷
の
荷
札
と
考

え
ら
れ
る
。
⑪
は
、
曲
物
の
蓋
に

「浄
信
寺
」
と
寺
院
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑬
は
羽
子
板
に
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
①
①
⑬
ｌ
⑮
は
、
文
字
が
判
然
と
し
な
い
。

９
　
関
係
文
献

松
本
市
教
育
委
員
会

『松
本
城
下
町
跡
伊
勢
町
１
近
世

・
町
屋
跡
の
発
掘
調

査
―
』
盆

九
九
六
年
）

松
本
市

『松
本
市
史
　
第
二
巻
　
歴
史
編
Ⅱ
』
全

九
九
五
年
）
（竹
内
靖
長
）




